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調査は 2019 年 9 月上旬から 11 月上旬の本実習の事前・事後学習期間を
含む 2 か月にわたって行われた。対象地域と学生及び評価にかかわる教員

























具体的な評価方法に関しては、まず、A、B 両地域とも、1 年生と 3 年生
は、プログラム内容が異なるため、それぞれの学年の学生同士で相互評価を










































価項目を 5 段階評価で行った。ただし、7 つの実習評価観点は、学力の三要
















































































































































学生の相互評価 4.45 4.17 4.42
教員の評価 3.60 3.81 4.14















































事後評価と GPA には、A 地域、B 地域に相関が見られた（図 8、図 9 参照）7）。

























図８　A 地域の GPA と事後評価（３年生）





























後評価が低下した場合、100％より小さい数値となる。図 10 から図 13 に、A、
B 両地域の 1 年生と 3 年生の PROG と実習評価増減率の相関を表した 9）。
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図 10　A 地域の PROG と実習評価増減率（３年生）
























図 12　A 地域の PROG と実習評価増減率（１年生）
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７）GPA には、1 年生、3 年生共に、本実習の直前の学期の GPA である
2019 年度春学期の GPA を用いた。当該学部は、2019 年度現在で、本
学で唯一クオーター制を採用しているが、GPA の算出は、他の学部に
合わせてセメスターで行っている。すなわち、2019 年度第 1 クオーター
と第 2 クオーターの合算した GPA を用いている。
８）PROG は、河合塾とリアセックが共同開発したジェネリックスキルの成
長を支援するアセスメントプログラムである。1 点から 7 点の 7 段階
で判定され 7 点が最も良い。大きく分けてリテラシーとコンピテンシー
の 2 領域があるが、大正大学では後者についてのみ実施している。
９）１年生は 2019 年 5 月 13 日実施データ、3 年生は 1 年次と 2 年次の 2
回実施しているため、2 年次（2018 年 10 月 25 日実施）に実施した最
新のデータを利用した。
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